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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第85期

第３四半期連結
累計期間

第86期
第３四半期連結

累計期間
第85期

会計期間

自2018年
　４月１日
至2018年
　12月31日

自2019年
　４月１日
至2019年
　12月31日

自2018年
　４月１日
至2019年
　３月31日

売上高 （百万円） 45,693 46,964 67,043

経常利益 （百万円） 6,653 7,040 10,647

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 4,514 4,760 7,055

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,243 5,791 6,153

純資産額 （百万円） 96,814 101,144 99,761

総資産額 （百万円） 123,182 128,784 129,351

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 101.62 107.57 158.82

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 77.6 77.5 76.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 5,700 5,641 8,448

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,846 △2,715 △3,130

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,237 △4,436 △2,195

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 38,442 39,273 40,879

 
  

回次
第85期

第３四半期連結
会計期間

第86期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2018年
　10月１日
至2018年
　12月31日

自2019年
　10月１日
至2019年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 41.29 41.95

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していな

い。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

４．当社は四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成してい

る。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。

また、主要な関係会社の異動はない。

 

（注）2019年7月1日付で、連結子会社である積水樹脂アセットマネジメント株式会社を存続会社として、宮崎積水

樹脂株式会社を消滅会社とする吸収合併を実施した。

 

 

EDINET提出書類

積水樹脂株式会社(E01008)

四半期報告書

 3/21



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態及び経営成績の状況

①財政状態

（資産合計）

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ５億６千６百万円減少し、１，２８７億８千

４百万円となった。

流動資産は７３７億４千９百万円（前連結会計年度末は７８２億９千万円）となり、４５億４千１百万円減少

した。減少の主なものは受取手形及び売掛金（前期比４１億４百万円減）である。

固定資産は５５０億３千５百万円（前連結会計年度末は５１０億６千万円）となり、３９億７千４百万円増加

した。増加の主なものは投資有価証券（前期比３８億８千５百万円増）である。

 

（負債合計）

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ１９億４千９百万円減少し、２７６億４千万

円となった。

流動負債は２３２億円（前連結会計年度末は２５６億４千８百万円）となり、２４億４千８百万円減少した。

減少の主なものは支払手形及び買掛金（前期比１６億９千９百万円減）である。

固定負債は４４億４千万円（前連結会計年度末は３９億４千１百万円）となり、４億９千８百万円増加した。

増加の主なものはその他に含まれる繰延税金負債（前期比４億７千８百万円増）である。

 

（純資産合計）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ１３億８千２百万円増加し、１，０１１億

４千４百万円である。増加の主なものは利益剰余金（前期比２５億３千４百万円増）である。

 

 

②経営成績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続い

たが、原材料価格の上昇や人手不足に伴う生産・物流コストの高騰に加え、激甚化する自然災害や消費税率引き

上げによる経済への影響、さらには米中貿易摩擦の動向及び中東・中国をはじめとする海外経済の不確実性な

ど、経営環境は依然として先行き不透明な状況が続いた。

このような経営環境下において、当社グループの強みである“総合力”や“巻き込み力”を最大限に発揮す

るべく、事業戦略を確実に実行するための諸施策を推進している。

当第３四半期連結累計期間においては、自然災害に対する防災・減災や居住地域での騒音対策に加え、交差

点・通学路における歩行者の交通安全や高規格道路での逆走防止、環境に配慮した製品の販売拡大など、社会の

課題解決に向けた付加価値の高い製品の総合提案に引き続き取り組んでいる。

一方、原材料価格の上昇に対応した戦略購買を行うとともに、輸送費高騰への対策として物流拠点の見直し

をはじめとする配送の効率化を実施するなど、収益性を最重視した事業経営を推進している。

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は４６９億６千４百万円（前期比２.８％増）、営業利益は６５

億６千５百万円（前期比５.２％増）、経常利益は７０億４千万円（前期比５.８％増）となり、親会社株主に帰

属する四半期純利益は４７億６千万円（前期比５.５％増）となった。
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セグメント別の経営成績は以下のとおりである。

 

＜公共分野＞

交通・景観関連製品：交通安全製品は、車線分離標「ポールコーン」が一般道等での受注が減少したものの、高

規格道路における眩光防止板や交差点等でのカーブミラーの需要増加に伴い、前年同期並みの成績となった。路

面標示材は、自転車道整備や通学路安全対策にカラー標示材が採用されたほか、ドライバーへの視覚効果による

注意喚起を目的とした貼付式路面標示材「ソリッドシート」が高規格道路における逆走防止に採用されるなど、

順調に推移した。防護柵製品は、国土交通省の交通安全対策に車両柵が採用されるとともに、施工性の高い歩行

者用防護柵「フレックスロープ」が各地の道路改良工事で採用され、大幅に伸長した。一方、防音壁材は、更

新・修繕需要に加え新規開通道路向けにも採用されたものの、ＮＥＸＣＯ・国土交通省物件の工事が繰り延べさ

れ低調に推移した。また、高欄は全国的な設置工事減少の影響を受け売上減を余儀なくされた。

スポーツ施設関連製品：グラウンド用人工芝は、野球専用人工芝や投擲競技に対応した人工芝が競技に特化した

製品の機能性を評価されたものの、オリンピック関連需要が一巡したことから物件減少の影響を大きく受け、前

年同期を下回る成績となった。テニスコート用人工芝は、耐久性が評価され更新案件を中心に受注が増加するな

ど、順調に推移した。防球フェンスをはじめとするグラウンド周辺製品は大幅な売上減となった。

 

＜民間分野＞

住建材関連製品：めかくし塀は、地震対策としてブロック塀改修用途の受注が増加するとともに、防音めかくし

塀が居住地域などにおける騒音対策に採用され、大幅に売上を伸ばした。メッシュフェンスは、集合住宅や物流

施設を中心に採用されるとともに、熱中症対策として小中学校のエアコン設置が増加するなか、室外機周りの安

全対策に採用されるなど、堅調に推移した。また、防犯ニーズに対応した縦格子フェンスも、デザイン性・施工

性を評価され業績に寄与した。一方、装飾建材は、首都圏再開発、マンションの内装工事や訪日外国人の増加を

受けて宿泊施設向けは受注を増やしたものの、商業施設向け什器物件の大幅な減少により、売上減を余儀なくさ

れた。

総物・アグリ関連製品：梱包資材製品は、原材料高騰に伴う輸入品との競争激化のなか、主力の梱包用結束バン

ドが環境意識の高まりを背景に市場ニーズに対応した製品提案が評価され、前年同期並みとなった。ストレッチ

フィルム包装機は、前年同期に集中した全自動機物件減少の影響を受け売上減を余儀なくされた。アグリ関連製

品は、農業・園芸分野ともに、天候不順を原因とする資材全般の需要低迷の影響を受け、前年を大きく下回る成

績となった。

 

＜関連グループ会社製品＞

遮熱性舗装は、都市部のヒートアイランド対策として採用され売上を伸ばした。民間向けサイン製品は、顧客の

ニーズに対応した製品提案が評価され、前年を大きく上回る成績となった。デジタルピッキングシステム製品

は、国内でネット通販拡大のなか物流施設での人手不足対策の需要を受け売上を伸ばすとともに、海外での受注

も大幅に伸長し、好調に推移した。アルミ樹脂積層複合板は、建材用途の受注が好調に推移したものの、外構用

途向けの物件減少が影響し売上減となった。組立パイプシステム製品は、組立の自在性が評価され、物流分野や

スポーツイベント関係に採用されたものの、自動車・電機・電子分野の主要ユーザー向けが減少し、前年を下回

る成績となった。

 

 

 この結果、公共分野の売上高は２１２億９千１百万円（前年同期比７.０％増）、営業利益は２８億８千２百

万円（前年同期比１０.７％増）、民間分野の売上高は２５６億７千３百万円（前年同期比０.５％減）、営業利

益は４１億５千８百万円（前年同期比３.１％増）となった。
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（２）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更

はない。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ１６億５百万円減少（前期末比３．９％減）し、３９２億７千３百万円となった。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりである。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純利益７０億１千６百万円に加え、売上債権の減少等による資金増加の一方、たな

卸資産の増加や法人税等の支払を行った結果、５６億４千１百万円の収入となった（前年同期は５７億円

の収入）。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

有形固定資産の取得等により２７億１千５百万円の支出となった（前年同期は２８億４千６百万円の支

出）。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

自己株式の取得や配当金の支払等により４４億３千６百万円の支出となった（前年同期は２２億３千７

百万円の支出）。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

 

（５）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は７億３千７百万円である。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 128,380,000

計 128,380,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 47,313,598 47,313,598
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 47,313,598 47,313,598 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はない。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はない。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 47,313,598 － 12,334 － 13,119

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく

株主名簿による記載をしている。

 

①【発行済株式】

    2019年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,786,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 44,489,100 444,891 －

単元未満株式 普通株式 38,098 － －

発行済株式総数  47,313,598 － －

総株主の議決権  － 444,891 －

（注）当第３四半期会計期間において自己株式の取得を行ったため、2019年12月31日現在の自己株式の総数は、

3,736,499株である。

 

②【自己株式等】

    2019年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

積水樹脂株式会社
大阪市北区西天満

二丁目４番４号
2,786,400 - 2,786,400 5.89

計 － 2,786,400 - 2,786,400 5.89

（注）当第３四半期会計期間において自己株式の取得を行ったため、2019年12月31日現在の自己株式の総数は、

       3,736,499株である。

 

２【役員の状況】

該当事項はない。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成している。

 なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成している。

 

２．監査証明について

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、大手前監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 40,879 39,273

受取手形及び売掛金 ※ 23,082 ※ 18,977

電子記録債権 ※ 5,186 ※ 4,996

商品及び製品 2,899 3,144

仕掛品 1,414 2,040

原材料及び貯蔵品 2,820 2,994

その他 2,031 2,336

貸倒引当金 △24 △15

流動資産合計 78,290 73,749

固定資産   

有形固定資産 15,059 15,011

無形固定資産 135 150

投資その他の資産   

投資有価証券 14,185 18,071

退職給付に係る資産 191 339

長期性預金 20,500 20,500

その他 1,134 1,102

貸倒引当金 △146 △140

投資その他の資産合計 35,865 39,873

固定資産合計 51,060 55,035

資産合計 129,351 128,784

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 16,055 ※ 14,356

短期借入金 1,300 1,300

引当金 950 500

その他 7,342 7,043

流動負債合計 25,648 23,200

固定負債   

役員退職慰労引当金 112 63

退職給付に係る負債 2,516 2,577

その他 1,312 1,798

固定負債合計 3,941 4,440

負債合計 29,589 27,640
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,334 12,334

資本剰余金 13,237 13,254

利益剰余金 70,991 73,526

自己株式 △1,954 △4,112

株主資本合計 94,609 95,002

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,890 5,002

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 29 △100

退職給付に係る調整累計額 △29 △59

その他の包括利益累計額合計 3,891 4,843

非支配株主持分 1,260 1,298

純資産合計 99,761 101,144

負債純資産合計 129,351 128,784
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 45,693 46,964

売上原価 31,215 31,907

売上総利益 14,478 15,057

販売費及び一般管理費 8,238 8,491

営業利益 6,239 6,565

営業外収益   

受取配当金 254 285

その他 278 295

営業外収益合計 533 581

営業外費用   

支払利息 39 38

固定資産賃貸費用 30 27

その他 49 39

営業外費用合計 119 106

経常利益 6,653 7,040

特別損失   

固定資産除売却損 36 24

特別損失合計 36 24

税金等調整前四半期純利益 6,617 7,016

法人税等 2,058 2,183

四半期純利益 4,558 4,833

非支配株主に帰属する四半期純利益 44 72

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,514 4,760
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純利益 4,558 4,833

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,294 1,115

繰延ヘッジ損益 △1 0

為替換算調整勘定 △26 △123

退職給付に係る調整額 15 △29

持分法適用会社に対する持分相当額 △7 △4

その他の包括利益合計 △1,314 957

四半期包括利益 3,243 5,791

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,197 5,713

非支配株主に係る四半期包括利益 46 78
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,617 7,016

減価償却費 756 821

賞与引当金の増減額（△は減少） △388 △388

売上債権の増減額（△は増加） 5,404 4,281

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,800 △1,084

仕入債務の増減額（△は減少） △1,179 △1,798

その他 △1,109 △588

小計 8,299 8,260

利息及び配当金の受取額 301 351

利息の支払額 △35 △40

法人税等の支払額 △2,865 △2,929

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,700 5,641

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △792 △719

投資有価証券の取得による支出 - △2,212

短期貸付金の増減額（△は増加） △74 198

長期性預金の預入れによる支出 △6,000 -

長期性預金の払戻による収入 4,000 -

その他 20 17

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,846 △2,715

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △200 -

自己株式の取得による支出 △0 △2,164

配当金の支払額 △1,996 △2,225

その他 △39 △47

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,237 △4,436

現金及び現金同等物に係る換算差額 △21 △94

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 595 △1,605

現金及び現金同等物の期首残高 37,846 40,879

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 38,442 ※ 39,273
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしている。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれている。
 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

受取手形 973百万円 778百万円

電子記録債権 174 125

支払手形 1,050 938

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

現金及び預金勘定 39,442百万円 39,273百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,000 －

現金及び現金同等物 38,442 39,273
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

(配当に関する事項)

 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年４月24日

取締役会
普通株式 1,023 (注)  23  2018年３月31日  2018年６月７日 利益剰余金

2018年10月25日

取締役会
普通株式 978 22  2018年９月30日  2018年12月３日 利益剰余金

    （注）１株当たり配当額23円には、特別配当２円を含んでいる。

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

（配当に関する事項）

 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年４月24日

取締役会
普通株式 1,157 (注)  26  2019年３月31日  2019年６月６日 利益剰余金

2019年10月25日

取締役会
普通株式 1,068 24  2019年９月30日  2019年12月２日 利益剰余金

    （注）１株当たり配当額26円には、創立65周年記念配当４円を含んでいる。

 

 

（株主資本の金額の著しい変動）

当社は、2019年10月25日開催の取締役会決議に基づき、自己株式950,000株、2,164百万円の取得を行った。この

取得等に伴い、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が4,112百万円となっている。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：百万円)

 報告セグメント
合計

 公共分野 民間分野

売上高    

外部顧客への売上高 19,902 25,791 45,693

セグメント間の内部売上

高又は振替高
3 135 139

計 19,905 25,927 45,833

セグメント利益 2,604 4,034 6,638

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

                                                            (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 6,638

全社費用（注） △399

四半期連結損益計算書の営業利益 6,239

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費並びに開発試験研究費の一部であ

る。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はない。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はない。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はない。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：百万円)

 報告セグメント
合計

 公共分野 民間分野

売上高    

外部顧客への売上高 21,291 25,673 46,964

セグメント間の内部売上

高又は振替高
0 133 134

計 21,292 25,806 47,098

セグメント利益 2,882 4,158 7,041

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

                                                            (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 7,041

全社費用（注） △476

四半期連結損益計算書の営業利益 6,565

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費並びに開発試験研究費の一部であ

る。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はない。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はない。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はない。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 101円62銭 107円57銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
4,514 4,760

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（百万円）
4,514 4,760

普通株式の期中平均株式数（千株） 44,422 44,257

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

（重要な後発事象）

該当事項はない。

 

２【その他】

2019年10月25日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議した。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………1,068百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………24円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年12月２日

(注）2019年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行う。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

   2020年２月13日

積水樹脂株式会社    
 

 取締役会　御中   

 大手前監査法人  

      
 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 田畑 昭雄    印  

      

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 和田 裕之    印  

 

 

指定社員

業務執行社員

 

 公認会計士 木梨   譲    印  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている積水樹脂株式

会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ

・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、積水樹脂株式会社及び連結子会社の2019年12月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　以 上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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